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広報よしのがわ

市 政 の 窓

　９月１日の平成20年９月吉
野川市議会定例会開会日、川真
田市長は、市長に就任してから
の４年間の取り組み状況と今後
の市政運営方針について、その
所信を表明し、市民の皆さんや
市議会に理解と協力を求めまし
た。要旨は次のとおりです。

市 政 の 窓４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　

町
村
合
併
に
よ
っ
て
小
さ
な
組

織
が
大
き
な
組
織
と
な
り
ま
し
た

が
、
組
織
は
規
模
さ
え
大
き
け
れ

ば
力
を
発
揮
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
私
が
ま
ず
最
初
に
行
っ
た
こ

と
は
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
機
能
さ

せ
る
た
め
の
努
力
で
し
た
。
意
志

決
定
の
方
法
や
現
場
の
声
の
吸
い

上
げ
方
も
異
な
っ
て
い
ま
す
。
予

算
編
成
の
仕
方
、
会
議
の
持
ち
方

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
ま
し
て
も
、
旧
町
村
間
の
壁
を

破
り
、
一
体
的
な
組
織
に
な
る
よ

う
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
、
お
お
む

ね
め
ど
が
つ
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
行
政
の
執
行
に
お
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
、
こ
れ
ま
で
精
一
杯

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、市
政
運
営
に
当
た
っ
て
は「
公

正
・
公
平
」
を
基
本
姿
勢
と
い
た

し
ま
し
た
。
特
に
、
財
政
状
況
が

合
併
当
初
の
予
想
を
超
え
、
ま
す

ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
も

行
き
届
か
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
積
極
的
に
情
報
公
開

を
行
い
、
行
政
の
透
明
性
を
高
め市政懇談会の様子

市
民
の
安
全
・
安
心　

　

こ
れ
ま
で
市
内
全
域
で
地
域
防

災
力
の
強
化
を
重
点
目
標
と
し
て
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た

ち
の
手
で
守
る
」
を
合
い
言
葉
に
、

自
主
防
災
組
織
の
結
成
・
育
成
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
組
織

率
は
96
・
４
％
の
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
行
政
の
防
災
対
策
の

強
化
と
併
せ
て
自
主
防
災
組
織
が

効
率
的
に
機
能
す
る
こ
と
が
災
害

時
の
被
害
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
、
早
期
の
組
織

率
１
０
０
％
を
め
ざ
し
て
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自主防災会での消火訓練

　

ま
た
、
平
成
20
年
６
月
、
地
震

防
災
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
平
成
22
年
度
ま
で
の

時
限
措
置
と
し
て
義
務
教
育
施
設

に
つ
い
て
耐
震
改
修
工
事
の
補
助

率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

早
急
に
義
務
教
育
施
設
の
耐
震
改

修
工
事
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

飯
尾
川
の
治
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
内
水
対
策
に
向
け
た
河
道
整

備
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
の
推
進
に

当
た
り
、
国
土
交
通
省
か
ら
災
害

危
険
区
域
の
指
定
や
河
川
へ
の
流

出
抑
止
対
策
な
ど
と
い
っ
た
流
域

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
地
区

を
優
先
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、
飯

尾
川
流
域
に
つ
い
て
も
、
ハ
ー

ド
整
備
と
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と

な
っ
た
減
災
対
策
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

災
害
危
険
区
域
の
指
定
は
、
飯

尾
川
の
治
水
対
策
と
し
て
、
現
在

実
施
中
の
事
業
の
円
滑
な
推
進
と
、

今
後
の
新
た
な
事
業
着
手
に
ぜ
ひ

と
も
必
要
な
措
置
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
先
般
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
飯

尾
川
改
修
促
進
期
成
同
盟
会
総

会
」
に
お
い
て
、
徳
島
県
と
徳
島

市
、
石
井
町
、
吉
野
川
市
は
、「
飯

尾
川
流
域
で
、
出
水
に
よ
り
著
し

い
浸
水
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
区
域

に
つ
い
て
、
平
成
22
年
度
ま
で
に

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
災
害
危
険

区
域
に
指
定
す
る
。」
こ
と
で
合

意
し
ま
し
た
。

耐震改修工事を予定している鴨島東中学校

る
と
と
も
に
、
市
政
懇
談
会
、
地

域
審
議
会
等
を
開
催
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
風
通
し
を
良
く
す
る

努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、

私
は
こ
の
４
年
間
、
旧
町
村
ご
と

に
異
な
る
制
度
間
調
整
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
簡
素
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
め
ざ
し
、
組
織
の

ス
リ
ム
化
や
経
費
の
節
減
・
合
理

化
に
努
め
、
施
設
の
民
営
化
や
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
、
市

政
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
の
各
般

の
施
策
に
積
極
的
、
か
つ
誠
心
誠

意
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
見

据
え
、
さ
ら
に
行
財
政
改
革
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
子

育
て
支
援
」、「
教
育
環
境
の
整

備
」、「
安
全
安
心
対
策
」
な
ど
を

柱
に
据
え
、
真
に
重
要
か
つ
緊
急

的
な
施
策
に
順
次
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

　

鴨
島
中
央
保
育
所
に
お
け
る
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
度
か
ら
の
実
施
に

向
け
、
諸
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
先
般
、「
選
定
委
員
会
」
で
、

指
定
管
理
候
補
者
が
選
定
さ
れ
、

本
定
例
会
に
関
係
議
案
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
民
間
事
業
者
の
お
力

を
借
り
な
が
ら
、
魅
力
的
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
ま
す
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

指定管理候補者が選定された鴨島中央保育所

　

本
市
の
教
育
行
政
の
進
む
べ
き

方
向
を
明
ら
か
に
す
る
「
教
育
振

興
計
画
」
に
つ
い
て
は
、「
検
討

部
会
」
に
よ
り
計
画
素
案
の
策
定

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
は
、
こ
の
素
案
を
基
に
、
策
定

委
員
会
お
よ
び
審
議
会
の
場
に
お

い
て
協
議
、
審
議
を
重
ね
、
平
成

20
年
度
中
の
計
画
策
定
に
向
け
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
に
、
県
下
初
の
試

み
と
し
て
鴨
島
東
中
学
校
の
生
徒

を
対
象
と
し
た「
介
護
基
礎
研
修
」

を
実
施
し
、
大
変
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
は
、
川

島
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
７

月
22
日
か
ら
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
事
業
は
中
学
生
の
健
全

育
成
は
も
と
よ
り
、
将
来
的
に
は

地
域
福
祉
充
実
の
一
員
と
し
て
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
へ
の

参
加
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

環
境
を
大
切
に
す
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
19
年
10
月
に
頂
き
ま
し
た

「
ご
み
処
理
を
考
え
る
市
民
会
議
」

か
ら
の
御
提
言
を
踏
ま
え
、
特
に
、

廃
棄
物
の
減
量
お
よ
び
再
資
源
化

を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
こ
の

度
、「
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
こ
の
審
議
会
の
議

を
経
つ
つ
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少

な
い
循
環
型
社
会
と
快
適
な
住
環

境
の
形
成
を
め
ざ
し
て
、
さ
ら
に

具
体
的
な
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
と

リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か
る
取
り
組
み

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
で
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

本
市
水
道
事
業
の
現
状
と
将

来
見
通
し
を
分
析
、
評
価
し
、
今

後
の
事
業
経
営
の
方
向
性
を
示
す

「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

８
月
１
日
に
学
識
経
験
者
を
含
む

各
方
面
の
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ

る
「
水
道
事
業
審
議
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
後
は
本
審
議
会
の

御
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成
20

年
度
中
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

水道事業審議会の様子

地
域
の
活
性
化
と
情
報
発
信

　

構
造
改
革
特
別
区
域
法
に
基
づ

き
地
域
限
定
で
規
制
を
緩
和
す
る

特
区
と
し
て
、
本
市
が
申
請
し
た

「
自
然
豊
か
な
梅
の
里　

吉
野
川

市
美
郷
・
梅
酒
特
区
」
が
、
先
般
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
梅
酒
特
区
と

し
て
の
認
定
は
全
国
で
初
め
て
の

こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
こ
の
制
度

を
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
や
本
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も
の
と
大

い
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

「自然豊かな梅の里　吉野川市美郷・
梅酒特区」が認定されました

　

本
市
は
「
一
部
過
疎
市
町
村
」

に
該
当
し
、
美
郷
地
区
に
お
け
る

財
政
措
置
の
あ
る
現
行
の
過
疎
地

域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
、
い
わ

ゆ
る
過
疎
法
が
平
成
21
年
度
末
を

も
っ
て
期
限
切
れ
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

８
月
30
日
、「
新
過
疎
法
制
定

徳
島
県
総
決
起
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
過
疎
地
域
の
厳
し
い
現
状

と
財
政
状
況
に
か
ん
が
み
、
今
後

も
「
法
律
に
基
づ
く
国
の
特
別
な

措
置
」
は
不
可
欠
で
あ
る
と
の
思

い
を
強
く
し
て
お
り
、
県
や
他
の

市
町
村
と
と
も
に
、
新
過
疎
法
の

制
定
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
過

疎
法
に
お
い
て
も
本
市
の
よ
う
な

「
一
部
過
疎
市
町
村
」
の
過
疎
地

域
指
定
の
継
続
と
さ
ら
な
る
財
政

支
援
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

簡
素
で
効
率
的
な

行
財
政
基
盤
の
確
立

　

７
月
23
日
に
外
部
有
識
者
で
構

成
す
る
「
行
財
政
改
革
懇
話
会
」

を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。
行
財

政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
行
革
実
施
計
画
の
着
実
か

つ
確
実
に
実
施
す
る
べ
く
、
引
き

続
き
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

行財政改革懇話会の様子

　

吉
野
川
市
の
将
来
を
見
据
え
つ

つ
、
必
要
な
施
策
を
効
果
的
に
、

か
つ
着
実
に
進
め
る
べ
く
、
引
き

続
き
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

す
の
で
、
御
理
解
・
御
支
援
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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契　

約

予　

算

人　

事

議会だより議会だより

　平成20年９月市議会定例会
が９月１日から24日までの24
日間の日程で開催され、市長が
提案した20議案すべてが原案
どおり可決・承認等されました。
主な議案は次のとおりです。
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〈表紙写真〉

ノ
イ
バ
ラ　
　
　
　

バ
ラ
科

　

ノ
イ
バ
ラ
は
、
北
海
道
西
南

部
か
ら
九
州
、
朝
鮮
半
島
に
分

布
す
る
落
葉
低
木
で
す
。
原
野

や
河
原
な
ど
の
や
や
水
分
条
件

が
良
く
、
日
当
た
り
の
良
い
場

所
に
生
育
し
ま
す
。

　

春
に
ほ
の
か
な
香
り
の
あ
る

白
色
の
花
が
咲
き
、
夏
の
終
わ

り
ご
ろ
赤
い
つ
や
の
あ
る
実
が

た
く
さ
ん
実
り
ま
す
。

　

万
葉
集
に
は
、
次
の
よ
う
な

歌
が
あ
り
ま
す
。

　
『
道
の
辺
の　

う
ま
ら
の
う

れ
に　

は
ほ
豆
の　

か
ら
ま
る

君
を　

離
れ
か
行
か
む
』

　
　
　
　
　
　
　
（
作
者
不
詳
）

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
道
端
の
う
ま
ら
（
ノ
イ
バ

ラ
）
の
先
に
絡
み
つ
く
豆
の
よ

う
に
、
私
に
絡
み
つ
く
君
を
お

い
て
別
れ
ゆ
く
」
と
い
う
意
味

で
す
。

決
算
認
定

◇
平
成
19
年
度
吉
野
川
市
水
道
事

業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

水
道
事
業
会
計
決
算
の
概
要
は
、

５
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

条　

例

◇
吉
野
川
市
出
産
祝
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

こ
れ
ま
で
、
出
産
（
死
産
を
除

く
）
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
母
親
と

な
っ
た
方
で
、
出
産
の
日
前
１
年

以
上
引
き
続
き
本
市
に
居
住
し
、

出
産
の
日
後
６
カ
月
以
上
本
市
に

居
住
す
る
意
思
の
あ
る
方
に
出
産

祝
い
金
を
支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
20
年
10
月
か
ら
は
、出
産（
死

産
を
除
く
）
に
よ
っ
て
子
ど
も
の

父
ま
た
は
母
と
な
っ
た
方
で
、
出

産
日
に
お
い
て
本
市
に
居
住
し
、

同
日
後
６
カ
月
以
上
本
市
に
居
住

す
る
意
思
の
あ
る
方
に
支
給
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◇
平
成
20
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
９

７
０
万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
８
０
億
１
０
１
１
万
３

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
20
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
８

５
８
万
９
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
55
億
７
５
９
７
万
円
と
し

ま
し
た
。

◇
平
成
20
年
度
吉
野
川
市
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
２
４
４

万
６
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額

を
５
億
９
０
４
７
万
２
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
20
年
度
吉
野
川
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
９
９
万

７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を

４
億
９
９
９
１
万
３
０
０
０
円
と

し
ま
し
た
。

◇
平
成
20
年
度
吉
野
川
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
１
７
３

万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額

を
39
億
５
８
７
７
万
６
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
20
年
度
吉
野
川
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
５
４
万

円
を
減
額
し
、
総
額
を
19
億
９
７

４
０
万
８
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
20
年
度
吉
野
川
市
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
２
４
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
５
億
５
４

４
万
３
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
20
年
度
吉
野
川
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
35
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
億
７
４
４
９

万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

吉
野
川
市
立
鴨
島
中
央
保
育
所

の
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
団
体

お
よ
び
指
定
期
間
等
を
決
定
し
ま

し
た
。

▼　

鴨
島
ひ
か
り
乳
幼
児
保
育
園

／
平
成
21
年
４
月
１
日
〜
平
成
26

年
３
月
31
日

◇
山
川
中
学
校
校
舎
改
築
工
事
の

請
負
契
約

　

山
川
中
学
校
校
舎
の
改
築
工
事

を
す
る
た
め
、
指
名
競
争
入
札
の

落
札
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
藤
木

工
務
店
四
国
支
店
と
10
億
２
９
０

０
万
円
で
請
負
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

任
期
満
了
に
伴
い
再
度
推
薦
す

る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
意
見
を

求
め
ま
し
た
。

明
石
光
子
（
あ
か
し
・
み
つ
こ
）

氏
＝
61
歳
、
川
島
町
児
島

鈴
木
紘
（
す
ず
き
・
つ
な
）
氏
＝

63
歳
、
鴨
島
町
麻
植
塚

（福）



　平成19年度末の給水戸数は1万5129戸、年間総配水量は528万7767　です。
　水道事業会計は、①「収益的収支」と、②「資本的収支」の2本立てで会計が成り立っています。平成19
年度決算については、それぞれ次のとおりです。

 収益的収支とは、水道水をつくり、皆さんのご家庭に送り届けるための経費と、その財源です。平成19
年度は、約3837万円の黒字になりました。これは、老朽管更新事業など将来の水道施設の建設事業や、
経営の安定化資金などに使用します。

　資本的収支とは、水道施設を整備拡充するための経費と、その財源です。資金不足額は、減価償却費な
どの内部留保資金（現金を伴わない支出）で補てんしました。
　建設改良費のうち、主な建設事業は次のとおりです。
○鴨島公共下水道事業第3・4・5工区に伴う水道管布設替工事
○国道192号線水道管布設工事（西工区）
○川島配水池緊急遮断弁設置工事
○峯八地区水道管布設替工事
○山川特定環境保全公共下水道事業第1工区に伴う水道管布設替工事

　給水原価とは、有収水量1　をお届けするために
必要な費用です。今年度は124円かかったことに
なりました。費用の内訳は右の図のとおりです。
　今後とも市民の皆さんの信頼に応えるべく、安心
かつおいしい水の供給と健全経営に努めていきます。
ご協力よろしくお願いします。

●問い合わせ　市水道課　　○42 3199

平成19年度水道事業会計決算のあらまし

① 収益的収支（消費税抜き）

その他
2114万円
（4.3％）

② 資本的収支（消費税込み）

その他　158万円（0.3％）

収益的収支

資本的収支

収入：5億3081万円

支出：4億9244万円

水道料金　5億463万円（95.1％）

他会計からの繰入金　862万円（1.6％）
加入金、手数料など　1256万円（2.4％）
その他　500万円（0.9％）

人件費等総務費用
 1億2592万円
（25.6％）

減価償却費
1億5993万円
（32.5％）

原水を浄水場までもってきて
水をきれいにする費用3768万円（7.6％）

家庭まで水を送る費用
7395万円（15.0％）

メーター検針、料金徴収費用
2526万円（5.1％）

企業債利息償還金
4856万円（9.9％）

収入：2億322万円

支出：5億5650万円

企業債　1億4560万円（71.6％）

工事にかかる他会計からの繰入金
5762万円（28.4％）

建設改良費
2億3400万円
（42.0％）

企業債元金償還金
3億2092万円
（57.7％）

人件費
 30.55円
　 （24.7％）

減価償却費減価償却費
40.5740.57円
（32.832.8％）％）

減価償却費
40.57円
（32.8％）

動力費
8.90円
（7.2％）

修繕費
13.36円
（10.8％）

支払利息
12.37円
（10.0％）

　  その他
17.93円
（14.5％）
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・発行回数　 毎月1回（年間12回）、原則第2水曜日
　　　　　　 に発行
・配布部数　 18，000部

・1号広告　 縦  50mm×横  82mm　10,000円
・2号広告　 縦  50mm×横167mm　20,000円
・3号広告　 縦101mm×横  82mm　20,000円
・4号広告　 縦101mm×横167mm　40,000円

　秘書企画課（市役所3階）または市ホームページにある有料広告掲載申込書（様式1）に必要事項を記入の
上、版下原稿のサンプル（紙・データ）を添えて秘書企画課にお申し込みください。広告は随時受け付けし
ていますが、原則として掲載を希望する広報発行日の2カ月前の月の初日までにお申し込みください。
　内容を審査後、掲載の可否を通知します。掲載決定の場合は、申込者負担で版下原稿を作成していただ
きます。
　掲載決定を受けた広告主は、希望する広報発行日の1月前の初日までに、版下原稿の提出および広告料
の納付を済ませてください。

　広告の内容に関する責任は、広告主が負います。

　広報よしのがわの裏表紙下段（カラー）に掲載し、配置位置は市が決定します。1回当たりの掲載枠数は、
全体で1号広告の4枠分とします。（2号広告は1号広告横2枠分、3号広告は1号広告縦2枠分、4号広告は
1号広告4枠分として数えます）

　本市では、民間企業等との協働により市の新た
な財源を確保し、市民サービスの向上および地域
経済の活性化を図るため、「広報よしのがわ」の裏
表紙下段に有料広告枠を設け、企業や商品等の宣伝・
広告を有料で掲載することにしました。
　「広報よしのがわ」に掲載できる広告は、市の広
報誌としての品位やイメージ、公共性および公益
性を妨げないもので、市民に不利益を与えない中

立性のあるものとします。
　また、市ホームページにもバナー広告を掲載し、
同時に募集もしています。

◇　　　　　　◇　　　　　　◇
　「広報よしのがわ」有料広告、市ホームページバ
ナー広告の募集は、随時受け付けしています。広
告掲載をご希望の方は、下記の募集要項をよくお
読みになりお申し込みください。

「広報よしのがわ」に掲載する有料広告を募集

「広報よしのがわ」有料広告「広報よしのがわ」有料広告「広報よしのがわ」有料広告

●「広報よしのがわ」の発行概要

●広告の規格・1回当たりの広告掲載料

●掲載位置・枠数

●広告主の責務

●申込方法

●問い合わせ　市秘書企画課　　○22 2221
　ホームページアドレス　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/index.asp
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●掲載位置　市ホームページのトップページ右側で
　　　　　　配置位置は市が決定します。
●掲 載 料　月額  1枠あたり  1万円（税込み）
●バナー広告の規格
　①大　き　さ　縦50ピクセル×横180ピクセル
　②ファイル形式　GIF（アニメーション不可）、JPEG
　　　　　　　　　またはPNG
　　　　　　　　　画像が変化するものは不可
　③データ容量　5KB以下
●申し込み方法
　市ホームページにある広告掲載申込書（様式1）に必要事項を記入の上、広告デザインのサンプル（デ
ータ）を添えて秘書企画課にお申し込みください。
　掲載および募集内容等についての詳しいことは、秘書企画課にお問い合わせになるか、市ホームペー
ジをご覧ください。

●問い合わせ　市秘書企画課　　○22 2221
　ホームページアドレス　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/index.asp

第68回 入場
無料〔同時開催第76回四国菊花品評会〕

と　き　10月17日（金）～11月23日（日）午前8時～午後9時

ところ　市役所イベント広場・ＪＲ鴨島駅前

　オープニングセレモニー

　10月17日（金）　午前10時　市役所イベント広場

　市役所イベント広場

　◆ＮＨＫ大河ドラマ「篤姫」から、於一（篤姫）と肝付尚五郎

　　（小松帯刀）、ほか人形2体。

　◆島津斉彬の養女となる於一、島津斉彬、幾島の人形3体。

　◆大奥で将軍の正室となる於一、徳川家定の人形2体。

　◆日本昔話から「ぶんぶく茶釜」の人形2体。

◆弘法大師空海の「焼山寺と空海の場面」の

人形2体。

　このほか、各小中学校の作品やたくさん

の菊花作品が展示されます。

JR鴨島駅前

◆ＮＨＫ大河ドラマ「篤姫」から、於一（篤姫）

と肝付尚五郎（小松帯刀）、ほか人形2体。

問　い
合わせ

菊人形・菊花展実行委員会
（吉野川商工会議所内）　 24 2274

お　かつ きもつき

たてわき

なりあきら
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地上デジタル放送地上デジタル放送

Q
Ａ
＆＆ 第7回　ワンセグって何？

ワンセグは今までのテレビ付き携帯と何が違うのですか？ワンセグは今までのテレビ付き携帯と何が違うのですか？Q

私の住む地域でみることができますか？私の住む地域でみることができますか？Q

地上デジタル放送に
関するお問い合わせ

Ａ

その2

これまでの携帯電話に登載されていたテレビはアナログ放送を受信して

いますが、ワンセグが放送されている地域では、ワンセグの方がゴース

トや移動時に発生する画面の乱れもなく、安定した受信ができます。

Ａ ワンセグは地上デジタル放送のサービスの１つであり、地上デジタル放送がスタートし

ている地域の放送エリア内では見ることができます。しかしエリア内であっても、地形

や建物などによって電波がさえぎられる場所や、トンネル・地下・建物の中など、電波の届か

ない場所では受信できないこともあります。

利用料金はかかりますか？　（視聴は無料ですか？）利用料金はかかりますか？　（視聴は無料ですか？）利用料金はかかりますか？　（視聴は無料ですか？）Q

Ａ

地上デジタル放送が見ることができる地域では、ワンセグも見ることができますか？地上デジタル放送が見ることができる地域では、ワンセグも見ることができますか？地上デジタル放送が見ることができる地域では、ワンセグも見ることができますか？Q

Ａ ワンセグの方が通常の地上デジタル放送よりも雑音や障害に強い放送方式を採用して

いるので、受信機（アンテナ）の性能が同じ場合はワンセグの方が広い地域で視聴でき

ます。ただし、一般的にワンセグ受信機は固定受信（家庭のアンテナとテレビなど）に比べて

受信性能で劣るため、地上デジタル放送が視聴できてもワンセグは見ることができない場合

もあります。

ワンセグのテレビ番組およびデータ放送の視聴は放送波を受信するため、料金はかか

りませんが、双方向サービスや通信経由の情報取得を行う場合は通信料金が発生します。

　ＮＨＫの受信料については、すでに受信契約をしている世帯は新たな契約は必要ありません。

携帯電話が通じる地域は視聴可能ですか？携帯電話が通じる地域は視聴可能ですか？携帯電話が通じる地域は視聴可能ですか？Q

Ａ ワンセグは地上デジタル放送のサービスの１つであり、各放送局から送信される電波

を受信しています。

　携帯電話は各携帯通信事業者の基地局からの電波を受信しています。

　それぞれ異なる電波を受信しているため、携帯電話が通じる地域でも、必ずしもワンセグ

が受信できるとは限りません。またワンセグが受信できる地域でも、携帯電話が利用できる

とは限りません。

❽2008年（平成20年）10月8日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
飲
酒
運
転
は　

未
来
と
命
を
奪
う　

悪
魔
だ
よ

後
藤
田　

爽
太
（
森
山
小
学
校
三
年
）
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控除対象となる寄附金（＊1）の限度額は、総所得金額等（＊2）の25％から30％に改正になりました。
（＊1）都道府県・市区町村に対する寄附金以外の寄附金との合計額です。
（＊2）総所得金額等とは、サラリーマンの場合、給与収入から給与所得控除額を控除した金額、年金受給者の場合、年金収入から公的年金

等控除額を控除した金額をいいます。

●平成20年1月1日以降に支出した寄附金が対象となり、寄附をした翌年度の個人住民税から控除されます（所得税については寄附を行
った年分から控除されます）。

個人住民税の寄附金控除を受けるためには、毎年1月1日～12月31日までに行った寄附について、翌
年3月15日までに最寄りの税務署に所得税の確定申告を行っていただく必要があります。その際、寄附
先などからもらった領収書などを申告書に添付することが必要ですので、注意してください。
※個人住民税の寄附金控除だけを受けようとする場合には、所得税の確定申告の代わりに、住所地の市区町村に簡易な申告書によ
る申告を行っても構いません。この場合、所得税の控除は受けられませんので、ご注意ください。

寄附金4万円のうち、5,000円を引いた残り
3万5,000円が控除対象となります。

所得税の寄附金控除（所得控除）で、3万
5,000円×10％（限界税率）（＊）＝3,500円
の税額が軽減されます。

個人住民税の寄附金控除（税額控除）で、残り
の3万1,500円の税額が軽減されます。

　と　あわせて、3万5,000円の税額が軽
減されることになります。

個人住民税　　　 の都道府県・市区町村に
対する寄附金税制が大幅に拡充されました！

（　　）市民税
県民税

●問い合わせ　市税務課　　○22 2215

控　除　率

適用下限額

改  正  前 改  正  後

10万円 5千円

寄附金　4万円

寄附控除対象　3万5千円

適用下限額
（寄附金控除の対象外）

＝5,000円

個人住民税の基本控除額
35,000円×10％
＝3,500円

個人住民税の特例控除額
90％－10％（所得税の限界税率）＝80％
35,000円×80％＝28,000円

所得税の所得控除
による税額軽減
35,000円×10％
＝3,500円

個人住民税の税額控除
3万1,500円

所得控除方式により
適用対象寄附金

×
税率（10％）の軽減効果

税額控除方式により都道府県・市区町村に対
する寄附金のうち適用下限額を超える部分
について、個人住民税所得割のおおむね1割
を上限として所得税と合わせて全額控除

手続き
等

寄附金

寄附者
税務署

領収書

領収書

都道府県・市区町村

1.寄附

2.領収書の受け取り

3.確定申告

個人住民税の寄附金控除の適用を受けるためには
　　　　　 が必要となります。確定申告

モデル
ケース

都道府県・市区町村に対する寄附金の控除額の計算方法

※具体的な寄附の手続きについては、寄附先の都道府県・市区町村にお問い合わせください。

●給与収入700万円で夫婦子2人（うち1人特定扶養）　●所得税の限界税率10％　●個人住民税所得割額293,500円

1

2

3

1

2

32 3
4

（＊）限界税率とは、この方に適用される所得税の最高税率を
　　いいます。年収により、5～40％となります。 （注）特例控除額は個人住民税所得割額の1割が限度です。

な
れ
た
道　

今
日
も
し
っ
か
り　

右
左

由
金　

弘
行
（
鴨
島
小
学
校
三
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
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梅酒特区認定報告会の様子

　

美
郷
地
区
に
お
い
て
、
特
産
品

「
梅
」
を
使
用
し
た
特
産
酒
類
の

製
造
免
許
の
要
件
緩
和
が
、
第
17

回
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
申
請

に
よ
り
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
郷
地
区
内
に
住
所
を
有
す
る

方
が
同
地
区
内
で
生
産
さ
れ
た
梅

美
郷
地
区

梅
酒
特
区
認
定
さ
れ
る

　

平
成
20
年
度
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
事
業

で
、
伝
統
芸
能
用
備
品
と
し
て
３

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

伝
統
芸
能
用
備
品
を
購
入

　

７
月
13
日
、
徳
島
市
民
吉
野
川
運
動
広

場
で
、
徳
島
県
消
防
操
法
競
技
大
会
が
行

わ
れ
、
吉
野
川
市
を
代
表
し
、
吉
野
川
市

消
防
団
鴨
島
方
面
第
６
分
団
、
山
川
方
面

第
８
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で
、
山
川
方
面
第

８
分
団
が
５
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
は
、
鴨
島
方
面
第
６
分
団

が
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

第
２６
回
徳
島
県

消
防
操
法
競
技
大
会
出
場

日ごろの練習の成果を発揮する消防団員

山
川
中
学
校

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

全
国
第
5
位
入
賞

　

９
月
５
日
、山
川
南
保
育
所
で
、

川
田
中
部
地
区
青
少
年
育
成
会
の

指
導
の
も
と
「
も
の
づ
く
り
に
よ

る
遊
び
体
験
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
所
の
年
長
ク
ラ
ス
児
童
と

川
田
中
幼
稚
園
の
園
児
ら
約
30
人

が
、
竹
と
ん
ぼ
を
飛
ば
し
た
り
、

紙
ヒ
コ
ー
キ
を
作
っ
た
り
し
て
、

な
つ
か
し
い
遊
び
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

８
月
20
日
、
富
山
県
高
岡
市
で

第
39
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
が
行
わ
れ
、
山
川
中
学
校

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
第
５
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

種
類
の
太
鼓
、

し
の
笛
、
法
被

を
購
入
し
ま
し

た
。
今
後
の
吉

野
川
市
の
各
種

行
事
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
披
露

さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

を
使
用
し
、
同
地
区
内
で
梅
酒
を

製
造
す
る
場
合
に
、
酒
税
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
年
間
最
低
製
造
数

量
基
準
が
６
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
か
ら

１
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
、
川
島
町
学
の
大
西

キ
ク
ヱ
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
、
市
や
県
か
ら
祝
い
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
西
さ
ん
は
、
耳
が
遠
い
以
外

は
お
元
気
で
、
新
聞
を
読
ん
だ
り
、

日
記
を
つ
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
し
ゃ
れ
を
し
た
り
、
料

理
を
し
た
り
す
る
の
が
好
き
で
、

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
で
も
家
族
と
一
緒
に
台
所
に
立

つ
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

食
事
も
き
ち
ん
と
食
べ
、
お
祝
い

に
訪
れ
た
人
た
ち
に
笑
顔
で
お
礼

の
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
21
人
（
女
性
20
人
男
性
１

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

大西キクヱさん

全国大会で第５位入賞した山川中学校
女子ソフトテニス部

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ま
つ
こ
と
も　

だ
い
じ
な
１
つ　

お
ぼ
え
て
ね

杉
本　

由
希
斗（
飯
尾
敷
地
小
学
校
三
年
）

遊
び
を
通
し
て

も
の
づ
く
り
を
体
験

紙ヒコーキの折り方を教わる児童ら



Ｄ
Ｖ
の
種
類
に
は

Ｄ
Ｖ
に
気
づ
い
た
ら
！

相
談
先
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国
民
年
金
だ
よ
り

社
会
保
険
庁
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
等
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ナ
ー
に
行
っ
て
指
定
の
電
話
番
号

に
電
話
す
る
よ
う
に
」
と
連
絡
が

あ
っ
た
。

②
社
会
保
険
庁
Ｉ
Ｃ
管
理
局
か
ら
、

「
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
制
カ
ー
ド
が
導
入

さ
れ
、
特
別
年
金
を
給
付
す
る

の
で
、
同
封
さ
れ
て
い
る
書
類
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

を
記
入
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

と
と
も
に
返
送
す
る
よ
う
に
」
と

の
文
書
が
送
ら
れ
て
き
た
。

　

社
会
保
険
庁
お
よ
び
社
会
保
険

事
務
局
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
と
名
乗
っ
た
電
話
や
、
訪
問
で

不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ

の
場
で
は
対
応
せ
ず
に
、
相
手
の

所
属
と
氏
名
、
連
絡
先
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
・
国
民
年
金
推
進
員
が
訪
問
す

る
場
合
は
、
必
ず
身
分
証
明
書
を

提
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

☎
㉒
２
２
１
３

　

社
会
保
険
庁
職
員
を
装
い
、
現

金
自
動
預
け
払
い
機（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）を

操
作
さ
せ
、
振
り
込
み
を
行
わ
せ

る
、い
わ
ゆ
る「
振
り
込
め
詐
欺
」

の
被
害
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い

ま
す
。徳
島
県
に
お
い
て
も
、社
会

保
険
事
務
所
職
員
等
を
装
っ
た
不

審
な
電
話
等
の
事
例
が
頻
発
し
て

い
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
社
会
保
険
事
務
所
等
が
還
付
金

を
支
払
う
場
合
に
、
職
員
が
直
接

電
話
し
て
本
人
に
銀
行
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
へ
出
向
い
て

い
た
だ
き
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番

号
を
書
類
に
記
入
し
て
い
た
だ
く

こ
と
や
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

送
付
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 

【
具
体
例
】

①
社
会
保
険
庁
職
員
を
名
乗
る
男

か
ら
、「
医
療
費
や
年
金
保
険
料

を
払
い
戻
す
の
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー

　

一
般
的
に
は
、
配
偶
者
や
恋
人

な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
身
体
的
、
心
理
的
に
う

け
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

　

あ
な
た
が
怖
い
と
感
じ
た
ら
そ

れ
は
暴
力
で
す
。
次
の
中
で
、
あ

な
た
に
当
て
は
ま
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

○
相
手
の
機
嫌
を
そ
こ
ね
な
い
よ

う
に
い
つ
も
気
を
使
う

○
相
手
を
怒
ら
せ
な
い
た
め
に
自

分
の
意
見
を
伝
え
ず
あ
き
ら
め
る

○
相
手
が
怒
る
の
は
自
分
が
悪
い

か
ら
だ
と
思
う

○
自
分
が
い
な
い
と
相
手
が
ダ
メ

に
な
る
と
思
う

□
身
体
的
暴
力

殴
る･

け
る･
物
を
投
げ
つ
け
る･

水
や
熱
湯
を
か
け
る･
引
き
ず
り

ま
わ
す
な
ど

□
心
理
的
暴
力

何
を
言
っ
て
も
無
視
す
る･
大
声

で
怒
鳴
る･

大
事
に
し
て
い
る
物

を
壊
す
な
ど

□
性
的
暴
力

性
行
為
を
強
要
す
る･

避
妊
に
協

力
し
な
い
な
ど

□
経
済
的
暴
力

生
活
費
を
渡
さ
な
い･

働
き
に
行

く
の
を
嫌
が
る･

お
金
の
使
い
道

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど

□
社
会
的
暴
力

実
家
や
友
人
と
の
付
き
合
い
を
禁

止
す
る･

外
出
を
制
限
す
る･

電
話

や
手
紙
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
、

が
あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
加
害
者
に
も
、
被
害
者

に
も
な
ら
な
い
よ
う
に
Ｄ
Ｖ
の
こ

と
を
理
解
し
ち
ょ
っ
と
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
関
係
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

す
ぐ
に
次
の
相
談
先
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

市
子
ど
も
相
談
室

　
　
　
　
　
　

☎
㉕
６
６
１
８

県
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
８
１
１
０

（
年
末
年
始
を
除
く
、
毎
日
午
前

９
時
〜
午
後
10
時
）

県
警
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
５
３
）
９
１
１
０ 

（
24
時
間
対
応
）

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は
…

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

平成20年９月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）

　計　　45,765人　 （－ 28）

　男　　21,734人　 （－ 23）

　女　　24,031人　 （－   5）

世帯数　17,196世帯 （＋   9）

※ 65歳以上人口

　　　計 12,878人　男 5,237人　女 7,641人

365人 （＋2）

63人 （－1）

302人 （＋3）

339世帯 （＋2）

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災

7
月 4件

累
計 12件

救急出動

7
月122件

累
計956件

〈人  権  相  談〉
10月９日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
10月21日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎201会議室
11月13日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
11月18日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂

〈行  政  相  談〉
10月９日㈭   9：00～12：00 市役所1階相談室
10月16日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎2階会議室
11月４日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
11月10日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎101会議室
11月13日㈭   9：00～12：00 市役所1階相談室
〈司法書士会による無料法律相談〉

10月17日㈮ 10：00～12：00 市役所1階相談室
11月21日㈮ 10：00～12：00 市役所1階相談室

国
民
健
康
保
険
税　

第
４
期

 

納
期
限　
　

    

10
月
31
日
㈮

今
月
の
納
税

ぼ
く
た
ち
の　

い
の
ち
を
ま
も
る　

ヘ
ル
メ
ッ
ト

藤
本　

大
輝
（
西
麻
植
小
学
校
三
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》



問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

122008年（平成20年）10月8日

広報よしのがわ

　

過
去
の
戦
争
に
お
き
ま
し
て
尊

い
犠
牲
と
な
ら
れ
た
戦
没
者
へ
の

追
悼
の
意
を
表
す
た
め
、
次
の
日

程
で
、
平
成
20
年
度
吉
野
川
市
戦

没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。
戦
没

者
ご
遺
族
の
方
の
ご
参
列
を
お
願

い
し
ま
す
。

と
き　

11
月
７
日
㈮
午
前
10
時

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
（
吉
野
川

市
鴨
島
町
鴨
島
甲
１
番
地
）

市
福
祉
総
務
課　

福
祉
総
務
係

☎
㉕
２
１
１
１

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
赤
十
字
事
業

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

昨
年
を
上
回
る
社
費
が
寄
せ
ら
れ
、

本
年
度
の
目
標
額
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
誌
面
を
も
っ

て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

目
標
額　

７
１
５
万
４
０
０
０
円

達
成
額　

７
５
９
万
１
２
４
０
円

達
成
率　

１
０
６
・
１
％

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
社
費

は
、
世
界
各
地
で
多
発
す
る
自
然

災
害
や
紛
争
等
に
よ
る
被
災
者
・

犠
牲
者
を
支
援
す
る
た
め
の
国
際

救
援
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２０
年
度
日
本
赤
十

字
社
費
募
集
結
果
報
告

平
成
２０
年
度
吉
野
川
市

戦
没
者
追
悼
式

　

平
成
21
年
の
成
人
式
は
、
新
成

人
で
構
成
す
る
成
人
式
実
行
委
員

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
65
歳
以
上

75
歳
未
満
で
一
定
の
要
件
を
満
た

　

詐
欺
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
あ

な
た
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
…

☆
社
会
保
険
庁
の
職
員
を
装
っ
て

「
医
療
費
の
還
付
金
の
件
で
お
電

話
し
ま
し
た
」、「
年
金
の
試
算
に

ミ
ス
が
あ
り
、
追
加
で
支
払
わ
れ

ま
す
」
な
ど

☆
税
務
署
の
職
員
を
装
っ
て

「
税
金
を
納
め
す
ぎ
て
い
る
の
で
、

還
付
金
を
支
払
い
ま
す
。
今
す
ぐ

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
あ
る
場
所
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
」
な
ど

☆
電
話
会
社
の
社
員
を
装
っ
て

「
電
話
料
金
の
過
払
い
が
あ
り
ま

し
た
。
返
金
手
続
き
を
し
た
い
の

で
、
銀
行
の
口
座
番
号
を
教
え
て

く
だ
さ
い
」
な
ど

　

注
意
！

　

行
政
機
関
な
ど
が
、
還
付
の
た

め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
銀
行
口

座
に
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

甘
い
言
葉
を
信
用
せ
ず
に
、
確

認
し
ま
し
ょ
う
。「
お
か
し
い
」

と
思
っ
た
ら
、
警
察
に
相
談
を
！

吉
野
川
警
察
署  

☎
㉕
６
１
１
０

振
り
込
め
詐
欺
多
発
中
！

特
別
徴
収
（
国
民
健
康
保
険

税
）
の
納
付
方
法
の
変
更

平
成
２１
年
成
人
式
は

1
月
3
日
㈯
開
催

１０
月
は
国
民
健
康
保
険

税
の
納
付
月

　

10
月
は
、国
民
健
康
保
険
税（
第

４
期
）の
納
付
月
で
す
。納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

納
期
限　
　
　
　

10
月
31
日
㈮

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課         

☎
㉒
２
２
１
５

　

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
災
害

救
護
活
動
等
の
医
療
事
業
・
社
会

福
祉
事
業
、
献
血
事
業
等
に
幅
広

く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
福
祉
総
務
課　

福
祉
総
務
係

☎
㉕
２
１
１
１

目標額 達成額

鴨島地区 3,871,000 4,010,900

川島地区 1,300,000 1,302,140

山川地区 1,778,000 2,007,800

美郷地区 205,000 270,400

合 計 7,154,000 7,591,240

地区別内訳
（単位：円）

平成20年8月31日現在

会
と
、
市
教
育
委
員
会
の
共
催
で

企
画
・
運
営
し
ま
す
。

　

就
学
・
就
職
な
ど
で
市
外
に
転

出
し
、
吉
野
川
市
に
住
民
登
録
の

な
い
方
も
出
席
で
き
ま
す
の
で
、

氏
名
・
住
所
な
ど
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

と
き　

平
成
21
年
１
月
３
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
か
ら
受
付

　
　
　

午
前
10
時
式
典
開
始

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
（
市
山
川
庁
舎
南
側
）

該
当
者　

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜

平
成
元
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

方※
式
典
終
了
後
に
記
念
撮
影
を
行

い
ま
す
。

市
生
涯
学
習
課  

☎
42
４
１
１
５

す
国
保
世
帯
主
の
方
は
、
年
金
か

ら
天
引
き
す
る
「
特
別
徴
収
」
と

い
う
納
付
方
法
で
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
国
保
税
を
滞
納
す
る
こ
と
な

く
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
、
国
保
税
を
口
座
振
替

で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
金
融
機
関

の
窓
口
で
口
座
振
替
の
手
続
き
を

行
い
（
す
で
に
口
座
振
替
と
な
っ

て
い
る
場
合
は
不
要
）、
口
座
振

替
依
頼
書
「
ご
本
人
控
え
」
を
お

持
ち
の
上
、
税
務
課
の
窓
口
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
平
成
20
年
４
月
か
ら
す
で
に
特

別
徴
収
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
同

年
10
月
か
ら
特
別
徴
収
の
予
定
と

な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
申

出
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

市
税
務
課　
　

   

☎
㉒
２
２
１
５

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》「
気
を
つ
け
て
」　

ま
ほ
う
の
こ
と
ば
で　

し
ゅ
っ
ぱ
つ
だ

笠
井　

桃
花
（
知
恵
島
小
学
校
二
年
）



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

13 2008年（平成20年）10月8日

広報よしのがわ

⑵
表
計
算
入
門
／
エ
ク
セ
ル
の
基

本
的
な
機
能
を
紹
介
（
各
10
人
）

⑶
ワ
ー
プ
ロ
入
門
／
ワ
ー
ド
の
基

本
的
な
機
能
を
紹
介
（
各
10
人
）

日
程

☆
吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

特
定
健
康
診
査
の
実
施
医
療
機

関
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

し
た
。（
８
月
末
現
在
）

新
た
に
実
施
で
き
る
医
療
機
関　

●
岡
田
医
院
（
吉
野
川
市
川
島
町

川
島
７
０
９
│
３
）

●
橋
詰
内
科
医
院
（
徳
島
市
南
昭

和
町
３
丁
目
４
４
│
３
）

●
津
保
整
形
外
科
（
鳴
門
市
大
麻

町
桧
字
東
山
田
５
７
│
５
）

●
美
馬
市
国
民
健
康
保
険
口
山
診

療
所
（
美
馬
市
穴
吹
町
口
山
字
調

子
野
４
９
９
│
９
）

実
施
で
き
な
く
な
っ
た
医
療
機
関

●
吉
川
医
院
（
阿
波
市
吉
野
町
柿

原
字
原
２
６
１
│
１
）

市
国
保
年
金
課  

☎
㉒
２
２
１
３

特
定
健
康
診
査

実
施
医
療
機
関
の
変
更

と
き　

12
月
７
日
㈰
午
前
８
時
受

付
開
始
（
小
雨
決
行
、
荒
天
の
場

合
は
中
止
）

集
合
場
所　

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　

中
学
生
以
上
の
男
女

（
１
チ
ー
ム
６
人
）

参
加
費　

１
チ
ー
ム
８
０
０
０
円

コ
ー
ス　

全
６
区
間
（
20
㎞
）

募
集
数　

30
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
７
日
㈮
ま
で
に
、

吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝
実
行
委

員
会
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
陸
上
競
技
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
3
.ocn.ne.jp/̃

yosiriku/

吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝
実
行
委

員
会
事
務
局（
市
生
涯
学
習
課
内
）

☎
42
４
１
１
７

●
年
末
調
整
関
係
用
紙
は
直
接
郵
送

　

年
末
調
整
関
係
用
紙
（
扶
養
控

年
末
調
整
説
明
会

第
4
回
山
川
こ
う
つ

ウ
ォ
ー
ク

第
３２
回
吉
野
川
市

美
郷
一
周
駅
伝

出
場
チ
ー
ム
募
集

講
習
名
／
内
容
（
募
集
定
員
）

⑴
パ
ソ
コ
ン
基
礎
／
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
的
な
操
作
（
各
20
人
）

パ
ソ
コ
ン
講
習

受
講
者
募
集

場
所　

鴨
島
公
民
館

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

10
月
29
日
㈬
〜
11
月

７
日
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
申
し
込
み
は
、
電
話
で
の
み
受

け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
受
講
者
の

少
な
い
講
座
は
、
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

市
生
涯
学
習
課　

社
会
教
育
係

☎
42
４
１
１
５

開催日時 11月12日
（水）

11月13日
（木）

11月14日
（金）

午前9時～
　　　正午
　　（３時間）

①パソコン
　基礎

④ワープロ
　入門 ⑦表計算入門

午後1時30分
～４時30分
　　（３時間）

②パソコン
　基礎

⑤ワープロ
　入門 ⑧表計算入門

午後6時～
　　　９時
　　（３時間）

③パソコン
　基礎

⑥ワープロ
　入門 ⑨表計算入門

と
き　

11
月
９
日
㈰

受
付
時
間　

午
前
８
時
〜
９
時

（
雨
天
決
行
、
雨
具
は
各
自
持
参
）

集
合
場
所　

バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク

参
加
費　

無
料
（
傷
害
保
険
は
主

催
者
が
負
担
）

コ
ー
ス　

約
11
キ
ロ（
川
田
方
面
）

バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク
↓
吉
野
川
沿
い

↓
金
木
神
社
・
ば
く
ち
の
木
↓
藤

村
製
糸
工
場
跡
↓
川
田
八
幡
神
社

↓
村
雲
神
社
↓
芳
川
顕
正
生
家
↓

バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
10
月
31
日
㈮
ま

で
に
山
川
こ
う
つ
ウ
ォ
ー
ク
実
行

委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
山
川
町
商
工
会
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

〒
７
７
９
│
３
４
０
３　

吉
野
川

市
山
川
町
前
川
２
１
６
│
６

山
川
こ
う
つ
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員

会
（
山
川
町
商
工
会
内
）

☎
42
５
６
４
２

℻  
42
５
３
４
９

除
等
申
告
書
な
ど
）
は
、
源
泉
徴

収
義
務
者
の
皆
さ
ん
へ
事
前
に
直

接
郵
送
さ
れ
ま
す
。

日時 対象徴収義務者 開催場所
11月27日（木）
10：00～11：30

鴨島町の法人事業者、
山川町の個人事業者

徳島県
東部県税局
吉野川庁舎
大会議室

11月27日（木）
14：00～15：30

鴨島町の個人事業者、
山川町の法人事業者

11月28日（金）
10：00～11：30 美郷の全事業者

11月28日（金）
14：00～15：30 川島町の全事業者

《年末調整説明会日程》

自
転
車
で　

片
手
に
携
帯　

事
故
ま
ね
く

椙
山　

美
咲
（
川
島
小
学
校
五
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

●
説
明
会
の
案
内
は
が
き
は

　

お
送
り
し
ま
せ
ん

　

説
明
会
の
ご
案
内
（
と
き
・
と

こ
ろ
）
は
、
事
前
に
郵
送
さ
れ
る

年
末
調
整
関
係
用
紙
の
封
筒
の
裏

面
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
説
明
会
に
は
事
前
に
送
っ
た

　

用
紙
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

　

説
明
会
で
は
年
末
調
整
関
係
用

紙
に
し
た
が
っ
て
説
明
し
ま
す
の

で
、
ご
来
場
の
際
に
は
事
前
に
お

送
り
す
る
関
係
用
紙
を
お
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

川
島
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

☎
㉕
２
２
１
１



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

142008年（平成20年）10月8日

広報よしのがわ

と
き　

10
月
25
日
㈯
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

徳
島
刑
務
所
（
徳
島
市

入
田
町
大
久
２
０
０
│
１
）

内
容　

刑
務
所
作
業
製
品
の
展

示
・
販
売
、
所
内
見
学
、
広
報
用

ビ
デ
オ
の
放
映
、
被
収
容
者
の
文

芸
作
品
等
の
展
示
な
ど

徳
島
刑
務
所

☎
０
８
８
（
６
４
４
）
０
１
１
４

募
集
対
象
者　

身
体
障
害
者

募
集
科
目
（
募
集
定
員
）

  

１
年
制

Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科　

20
人

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科　

20
人

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科　

20
人

イ
ン
テ
リ
ア
Ｃ
Ａ
Ｄ
科　

15
人

  

６
カ
月
制

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
事
務
科　

15
人

受
付
期
間

第
１
回　

10
月
30
日
㈭
ま
で

第
２
回　

12
月
８
日
㈪
〜
平
成
21

年
１
月
22
日
㈭

〒
６
６
４
│
０
８
４
５　

兵
庫
県

伊
丹
市
東
有
岡
４
丁
目
８　

国
立

県
営
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校☎
０
７
２
（
７
８
２
）
３
２
１
０

℻  
０
７
２
（
７
８
２
）
７
０
８
１

平
成
２１
年
度

障
害
者
訓
練
生
の
募
集

第
２７
回
徳
島
矯
正
展

と
き　

10
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

美
郷
物
産
館
（
吉
野
川

市
美
郷
字
峠
４
６
３
│
３
）

内
容　

紅
白
も
ち
投
げ
（
両
日

開
催
、
午
前
11
時
、
午
後
３
時
）、

ち
び
っ
子
く
じ
引
き
大
会
、
１
日

陶
芸
教
室
、
木
工
教
室
な
ど

美
郷
物
産
館　

  

☎
㉖
７
８
８
８

り
ま
す
の
で
、
運
動
の
で
き
る
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〒
７
７
９
│
０
１
９
３　

板
野
郡

板
野
町
大
寺
字
大
向
北
１
│
１

東
徳
島
病
院
附
属
看
護
学
校

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
４
５
３
４

℻  
０
８
８
（
６
３
７
）
５
５
０
３

　

秋
の
行
政
相
談
週
間
に
伴
い
、

次
の
と
お
り
吉
野
川
市
総
合
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

総
合
相
談
週
間

美
郷
秋
ま
つ
り

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

連
絡
先

出
演
者　

オ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ズ
、
コ

ー
ル
・
エ
・
コ
ー
ル
か
も
じ
ま

と
き　

10
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
美
術
館

　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
商
店
街
の
店
舗

に
鴨
島
美
術
グ
ル
ー
プ
や
ア
マ
チ

ュ
ア
の
画
家
・
写
真
家
等
の
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.tc
u
.o
r.jp

/
kam

ojim
a/m

achicon/

１０
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
№ 
２

第
1
0
9
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

『
と
き
め
き
ク
ラ
シ
ッ
ク
ロ
ー
ゼ

ン
・
ト
リ
オ
＆
宗
田
舞
子
』

〜
世
界
と
日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

　
　
　

＆
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
名
曲
選
〜

吉
野
川
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　

11
月
29
日
㈯

　
　
　

午
後
６
時
開
場

　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

一
般
２
０
０
０
円
、
小

学
生
以
上
高
校
生
以
下
１
５
０
０

円
、
親
子
ペ
ア
（
子
ど
も
は
小
学

生
以
上
高
校
生
以
下
）
３
０
０
０

円※
い
ず
れ
も
当
日
は
５
０
０
円
増

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

宮
脇
書
店
鴨

島
店
、
小
山
助
学
館
本
店
、
黒
崎

楽
器
、
市
生
涯
学
習
課
、
文
化
研

修
セ
ン
タ
ー
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

市
生
涯
学
習
課  

☎
42
４
１
１
７

　

暮
ら
し
の
中
で
で
き
る
簡
単
な

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
一
緒
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

テ
ー
マ　
『
脳
を
鍛
え
て　

健
康

に
』

と
き　

10
月
24
日
㈮
午
前
11
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

東
徳
島
病
院
附
属
看
護

学
校

参
加
費　

無
料

講
師　

吉
川
明
美
さ
ん
（
看
護
学

校
教
員
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
①
住

所
②
氏
名
③
年
代
④
性
別
を
記
入

し
、「
看
護
学
校　

公
開
講
座
」
あ

て
に
、
10
月
17
日
㈮
ま
で
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
講
座
の
中
で
簡
単
な
体
操
が
あ

看
護
学
校　

公
開
講
座

　

相
談
員
は
行
政
相
談
員
、
行
政

書
士
、
心
配
事
相
談
員
の
方
々
で

す
。
行
政
に
対
す
る
要
望
、
諸
権

利
に
関
す
る
事
項
、
悩
み
ご
と
な

ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

市
総
務
課　
　

  

☎
㉒
２
２
３
１

日　程 時　間 場　所

11月８日（土）
午後１時～４時 キョーエイ山川店

11月９日（日）

11月10日（月）

午前９時～正午

牛島地区公民館

11月11日（火） 飯尾敷地コミュニ
ティセンター

11月12日（水） 森山地区公民館

11月13日（木） 吉野川市役所

11月14日（金） 西麻植会館

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
と
び
出
す
な　

命
と
時
間
は　

も
ど
ら
な
い

山
口　

季
林
（
学
島
小
学
校
五
年
）

ふれあい交流
作品展

●と　き　10月20日㈪～31日㈮　午前８時30分～午後５時
　　　　　（※土・日を除く。20日㈪は午後１時～５時、31日㈮は午前８時30分～午後３時）
●ところ　吉野川市役所 玄関ホール ※鴨島養護学校、飯尾敷地小学校、鴨島第一中学校、川島高校が合同で作品を展示します。



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

15 2008年（平成20年）10月8日

広報よしのがわ

と
き　

10
月
25
日
㈯
午
後
２
時
〜

４
時
30
分
（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ　

３
階
ホ
ー
ル

出
演　

太
鼓
集
団
「
魁
」、猿
舞
台
、

浅
草
雑
芸
談
、
阿あ

波わ

木で

偶こ

箱
廻
し

を
復
活
す
る
会

入
場
料　

無
料

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ネ
ッ
ト
と
く
し
ま

と
き　

11
月
16
日
㈰
午
後
０
時
30

分
開
演

と
こ
ろ　

３
階
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

主
催　

市
文
化
協
会

　

拓
本
採
り
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ

こ
と
で
有
名
な
詩
歌
や
語
録
な
ど

の
鑑
賞
、
自
家
の
先
祖
墓
調
査
、

郷
土
の
歴
史
調
査
な
ど
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

11
月
５
日
㈬
午
後
１
時
〜

４
時
30
分

と
こ
ろ　

研
修
室
４
、
現
地
研
修

（
鴨
島
公
民
館
東
隣
）

定
員　

12
人

講
師　

凩
晴
巳
さ
ん

参
加
費　

５
０
０
円

準
備
物　

筆
記
用
具

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、職
業
に
つ
い
て
の
知
識

や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

10
月
20
日
㈪
、
11
月
10
日

㈪
・
17
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

11
月
12
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

巡
回
職
業
相
談

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

武
智
カ
ラ
オ
ケ
大
会

と
き　

10
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
７
時

と
こ
ろ　

３
階
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

武
智
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

☎
㉔
２
６
９
８

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

拓
本
採
り
一
日
体
験
講
座

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
㉒
０
０
１
５

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

再
就
職
セ
ミ
ナ
ー（
託
児
所
つ
き
）

と
き　

10
月
24
日
㈮
午
前
11
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

和
室

参
加
費　

無
料

定
員　

20
人
程
度

　

再
就
職
の
た
め
の
相
談
会
、
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

職
業
財
団
徳
島
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
７
７
７
１

じ
ん
け
ん
を
楽
し
む

太
鼓
と
猿
と
雑
芸
と

と
き　

11
月
９
日
㈰
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

３
階
ホ
ー
ル

出
演
者　

プ
ロ
、
徳
島
奇
術
同
好

会入
場
料　

無
料
（
た
だ
し
整
理
券

が
必
要
。
鴨
島
公
民
館
で
配
布
し

ま
す
）

主
催　

県
奇
術
同
好
会
、
鴨
島
公

民
館

第
２８
回

ス
テ
ー
ジ
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

吉
野
川
市

第
4
回
日
本
舞
踊

合
同
発
表
会

と
き　

11
月
16
日
㈰
午
前
９
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

研
修
室
５

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

後
藤
田
八
重
子
さ
ん

テ
ー
マ　

ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
、

レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
、ひ
ざ
か
け
、

肩
か
け
兼
用
ス
ト
ー
ル
な
ど

準
備
物　

お
手
持
ち
の
用
具
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
会
場
で
も
準

備
し
て
い
ま
す
。

材
料
費　

実
費

主
催　

市
文
化
協
会

あ
っ
た
か
手
編
み
体
験
講
座

と
き　

11
月
９
日
㈰
午
後
１
時
30

分と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

内
容

○
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
（
出
演　

ミ

ス
タ
ー
マ
ジ
ッ
ク
リ
ン
、
ヘ
タ
ピ

ー
）

○
手
話
落
語
（
出
演　

喜
楽
舎
、

馬
次
郎
）

入
場
料　

５
０
０
円

後
援　

吉
野
川
市
、
市
教
育
委
員

会ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

☎
42
６
６
１
１

手
話
落
語
の
会

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

ニートの自立支援
　　　出張相談（要予約）

●と　き　10月29日㈬・31日㈮　午後１時～５時
●ところ　文化研修センター　　●相談員　キャリアコンサルタント
●問い合わせ　徳島県若者サポートステーション　☎088（602）0553

い
ち
れ
つ
に　

な
ら
ん
で
あ
る
く　

と
う
げ
こ
う

浪
花　

虹
（
山
瀬
小
学
校
二
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

部
屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
の
考
え
方

と
き　

10
月
20
日
㈪
午
後
1
時
30

分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

鴨
島
公
民
館　
　

☎
㉔
５
１
１
１

鴨
島
公
民
館　
　

☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ

鴨
島
公
民
館　
　

☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
㉒
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ



162008年（平成20年）10月8日

広報よしのがわ

　

高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
予
防

接
種
法
に
基
づ
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

　

11
月
１
日
㈯
〜
12
月
27
日
㈯

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期

に
間
に
合
う
よ
う
に
、
で
き
る
だ

け
12
月
中
旬
ま
で
に
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

希
望
す
る
（
本
人
の
意
思
確
認
が

で
き
る
）
吉
野
川
市
民
の
方
で
、

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
。
た
だ
し
、
接
種
日
の
時

点
で
該
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
こ

と
。

①
満
65
歳
以
上
の
方

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼
吸
器

の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

害
を
有
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
方

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施

乳幼児の定期
予防接種について

　乳幼児の定期予防接種の際には、保護者（父・母・養親）が同伴することとなっていますが、予防接種法の改
正により、保護者以外が同伴する場合は委任状が必要になりました。今後の通知には委任状を同封いたしま
すが、今までの対象の方で委任状の必要な方は、健康推進課へご連絡ください。市健康推進課☎㉕６６１５

●
申
込
方
法

　

接
種
を
受
け
る
市
指
定
医
療
機

関
に
、
希
望
日
の
５
日
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
予
診
票

は
医
療
機
関
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※
接
種
を
受
け
る
際
に
は
、
本
人

確
認
の
た
め
、
健
康
保
険
証
等
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
個
人
負
担
金　

１
０
０
０
円

（
接
種
を
受
け
る
医
療
機
関
の
窓

口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

※
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方
は

無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

健
康
推
進
課
（
川
島
庁
舎
１
階
）

ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨
島･

山

川･

美
郷
）
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
市
指
定
の
医
療
機
関
以
外
で
接

種
を
受
け
る
場
合
は
、
接
種
費
用

の
全
額
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

平成20年度インフルエンザ予防接種吉野川市指定医療機関

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

鴨　
　
　
　

島　
　
　
　

町

麻名内科外科クリニック 26-0020

鴨　

島　

町

筒井クリニック 24-3300

阿部整形外科 24-4880 古本内科クリニック 24-7377

井内内科 24-3070 美摩病院 24-2957

石原小児科 24-2388 森住内科医院 22-3010

石原内科循環器科 24-2536 リバーサイドクリニック岡田 24-8884

糸田川クリニック 24-7555 和田耳鼻咽喉科 24-2566

いぬい産科婦人科クリニック 22-1230 渡辺医院 24-7177

麻植協同病院 24-2101

川　

島　

町

岡田医院 25-3566

大内整形外科 24-3058 岸整形外科 25-3133

大久保診療所 24-1703 四宮医院 25-2016

梶本胃腸科･内科 24-2413 島野外科内科 25-3060

かなめ小児科内科クリニック 26-0310 杉山医院 25-2802

鴨島川島クリニック 24-8551 矢田医院 25-2006

鴨島耳鼻咽喉科 24-8070

山　

川　

町

工藤内科医院 42-3113

鴨島病院 24-6565 さくら診療所 42-5520

木村内科胃腸科 24-6413 谷医院 42-2353

杏和医院 22-0333 富本医院 42-3123

国立病院機構徳島病院 24-2161 中西内科クリニック 42-6755

後藤田外科 24-2720 松永医院 42-2110

鈴木内科（喜来） 24-3413 三木リハビリテーション病院 42-6616

鈴木内科（敷地） 24-5880 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533

タナカ医院 22-1800 美郷 美郷診療所 26-7570

〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ん
ぜ
ん
か
く
に
ん　

い
の
ち
を
ま
も
る　

お
や
く
そ
く

西
川　

開
盛
（
川
田
小
学
校
二
年
）



10月・11月の介護予防教室

●問い合わせ　市介護保険課　　○25 6627

介護予防教室の介護予防体操ってどんな体操をするの？介護予防教室の介護予防体操ってどんな体操をするの？介護予防教室の介護予防体操ってどんな体操をするの？介護予防教室の介護予防体操ってどんな体操をするの？
　今年度は介護予防体操のパンフレットを用いて阿波踊り体操やチューブ体操をしています。
体操の前には健康チェックを行い、握力、バランスなどの測定も行っています。

 日 曜日 時　　　間 　　　　　場　　　所 地区 内　　　容　　 

 8 水   9:30～10:30 川島公民館近久分館 川　島 栄 養 改 善 講 座

 9 木   9:00～10:00 西麻植地区公民館 鴨　島 認知症サポーター講座

 
14 火

   9:00～10:00 川島公民館学西分館 川　島

   13:30～14:30 牛島集会所 鴨　島 栄 養 改 善 講 座

 15 水
 10:00～11:00 川島公民館朝日ヶ丘分館 川　島 口 腔 （こうくう） ケ ア

     9:30～10:30 中古井広域集落センター 美　郷 栄 養 改 善 講 座

 16 木   9:30～10:30 こだま会館 川　島 栄 養 改 善 講 座

     9:30～10:30 森藤集会所 鴨　島 栄 養 改 善 講 座

 20 月   9:30～10:30 山瀬地区公民館 山　川 認知症サポーター講座

   13:30～14:30 立石公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操

 21 火 
  9:30～10:30 城戸下浦高開集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操

     9:00～10:00 川島公民館二ツ森分館 川　島

 22 水   9:30～10:30 千田公会堂 鴨　島

 23 木   9:30～10:30 東児島老人憩の家 川　島 介 護 予 防 体 操

 
24 金

   9:30～10:30 鍛冶屋敷公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操

   13:30～14:30 上谷集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操

 
27 月

   9:30～10:30 南部老人憩の家 鴨　島 介 護 予 防 体 操

   13:30～14:30 知恵島老人憩の家 鴨　島 認知症サポーター講座

 28 火
   9:30～10:30 三山老人憩の家 美　郷 介 護 予 防 体 操

     9:30～10:30 喜来老人憩の家 鴨　島 認知症サポーター講座

 日 曜日 時　　　間 　　　　　場　　　所 地区 内　　　容　　 

 4 火
   9:30～10:30 川島公民館神後分館 川　島

   13:00～14:30 川島公民館 川　島

 5 水 
  9:30～10:30 中部農業構造改善センター 山　川

   13:30～14:30 瀬詰老人会館 山　川 認知症サポーター講座

 6 木   9:00～10:00 川島公民館久保田分館 川　島 介 護 予 防 体 操

 7 金   9:00～10:00 忌部農業構造改善センター 山　川 栄 養 改 善 講 座

     9:30～10:30 南町集会所 山　川 介 護 予 防 体 操

 10 月 13:30～14:30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨　島 栄 養 改 善 講 座

 　 　 13:30～14:30 山川公民館 山　川 介 護 予 防 体 操

 11 火
   9:00～10:00 川島公民館学西分館 川　島 認知症サポーター講座

   13:30～14:30 牛島集会所 鴨　島 介 護 予 防 体 操

 12 水   9:30～10:30 川島公民館近久分館 川　島 口 　 腔 　 ケ 　 ア

 14 金   9:30～10:30 三ツ島西公会堂 川　島 認知症サポーター講座

 

健

康

チ

ェ

ッ

ク

健

康

チ

ェ

ッ

ク

10
　
　
　
月

11
　
　
　
月

喜
来
老
人
憩
の
家
で
の

介
護
予
防
体
操
の
様
子

〔参加者の声〕

今まで自宅でテレビばかり見てい
たのが、介護予防教室で習ったこ
とを少しずつするこ
とで、肩こりや足の
痛みなどが楽になっ
たように思います。

17 2008年（平成20年）10月8日

広報よしのがわ

ま
が
り
角　

い
つ
も　

き
け
ん
が　

か
く
れ
て
る

藤
本　

基
（
川
田
中
小
学
校
五
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》



182008年（平成20年）10月8日

広報よしのがわ

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

 

美
郷
図
書
室

 

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
新
刊
☆

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
10
月
、11
月
の
休
室
日　

木
曜
日

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
10
月
、
11
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
10
月
31
日
㈮
、11
月
30
日
㈰
）

◆
図
書
館
美
術
シ
リ
ー
ズ
第
19
回

「
後
藤
田
喜
一
陶
芸
展
」

と
き　

10
月
25
日
㈯
〜
11
月
10
日

㈪と
こ
ろ　

図
書
館
ロ
ビ
ー

◆
「
あ
な
た
も
楽
し
い
読
み
聞
か

せ
を
！
」
〜
読
書
援
助
・
読
書
振

興
を
考
え
る
〜

と
き　

11
月
１
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

平
成
20
年
度
特
別
資
料
整
理
期
間

と
き　

11
月
18
日
㈫
〜
29
日
㈯

　

期
間
中
は
閉
館
し
、
す
べ
て
の

資
料
の
点
検
・
整
理
を
行
い
ま
す
。

◆
『
森
の
戦
士　

ボ
ノ
ロ
ン
』

　
　

き
た
は
ら　

せ
い
ぼ
う　

著

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
10
月
、
11
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
10
月
14
日
㈫
、

10
月
28
日
㈫
、
月
末
図
書
整
理
日

（
10
月
31
日
㈮
、
11
月
28
日
㈮
）

※
11
月
３
日
㈪
は
開
館
し
ま
す
。

◆
お
は
な
し
会

10
月
11
日
㈯
、
11
月
８
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）

◆
映
画
会

10
月
18
日
㈯
、
11
月
１
日
㈯
・
15

日
㈯
・
29
日
㈯
の
午
後
２
時
か
ら

（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
10
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

◆
読
書
感
想
文
の
展
示

　

小
学
生
の
読
書
感
想
文
を
展
示

し
ま
す
。

期
間　

11
月
１
日
㈯
〜
16
日
㈰

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
10
月
、
11
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
11
月
24
日
㈪

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
／
鴨
島
公
民

館
２
階
絵
本
室
／
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手

作
り
大
型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
こ
と
た
ま
』　　

江
原
啓
之　

著

『
不
連
続
の
世
界
』　

恩
田
陸　

著

『
お
そ
ろ
し
』　

宮
部
み
ゆ
き　

著

『
楊
令
伝
６
』　　

北
方
謙
三　

著

『
資
格
取
り
方
選
び
方
全
ガ
イ
ド
』

　
　
　
　

高
橋
書
店
編
集
部　

著

『
人
間
も
偽
装
が
好
き
』

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
淳
一　

著

『
非
正
規
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
』

　
　
　
　
　
　
　

石
田
衣
良　

著

『
カ
ラ
ス
の
親
指
』

　
　
　
　
　
　
　

道
尾
秀
介　

著

『
青
春
の
十
字
架
』　　
　

　
　
　
　
　
　
　

森
村
誠
一　

著

『
グ
ラ
ニ
テ
』　

永
井
す
る
み　

著

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshi
nogaw

a.lg.jp/ilisw
ing/w

e/
opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
10
月
10
日
㈮
・
17

日
㈮
・
24
日
㈮
・
31
日
㈮
、
11
月

７
日
㈮
・
14
日
㈮

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
『
こ
こ
ろ
６
／
８
拍
子
』

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

綾
子　

著

『
プ
ラ
チ
ナ
タ
ウ
ン
』

　
　
　
　
　
　
　
　

楡
周
平　

著

『
血
の
冠
』　　
　

香
納
諒
一　

著

『
千
本
雨
傘
』　

澤
田
ふ
じ
子　

著

『
誘
拐
』　　
　

五
十
嵐
貴
久　

著

『
妃
は
船
を
沈
め
る
』

　
　
　
　
　
　

有
栖
川
有
栖　

著

『
ベ
イ
ジ
ン　

上
・
下
』

　
　
　
　
　
　
　
　

真
山
仁　

著

『
い
つ
ま
で
も
中
国
人
に
騙
さ
れ

る
日
本
人
』　　

 

坂
東
忠
信　

著

『
子
ど
も
と
ケ
ー
タ
イ
』

　
　

モ
バ
イ
ル
社
会
研
究
所　

著

『
９
．１
１
倶
楽
部
』 

馳
星
周　

著

『
な
ぜ
君
は
絶
望
と
闘
え
た
の
か
』

　
　
　
　
　
　
　

門
田
隆
将　

著

『
告
白
』　　
　
　

湊
か
な
え　

著

『
夏
の
く
じ
ら
』　　

大
崎
梢　

著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
』小
学
館　

著

『
風
の
陰
陽
師
３
』

　
　
　
　
　
　

三
田
村
信
行　

著

『
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン

ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
パ
ロ
ウ
の
冒
険
11
』

　
　
　
　
　

ロ
ブ
・
キ
ッ
ド　

著

『
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
と
考

え
よ
う
世
界
の
こ
と
』

　
　
　
　
　
　

真
珠
ま
り
こ　

著

『
ウ
ィ
ッ
ツ
ィ
ー
と
ブ
ー
フ
』

ス
ー
ジ
ー
・ス
パ
ッ
フ
ォ
ー
ド　

著

『
忍
者
サ
ノ
ス
ケ
じ
い
さ
ん
わ
く
わ
く

旅
日
記
９
』  

な
す
だ
み
の
る　

著

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
レ
ッ
ツ
ゴ
ー　

左
右
か
く
に
ん　

ま
た
か
く
に
ん

三
久　

祐
哉
（
川
田
西
小
学
校
二
年
）

『
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
妖
怪
大
集
合

Ｍ
Ａ
Ｐ
』       

水
木
し
げ
る　

著
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友
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
郷
中
学
校　

安　

部　

智　

美

友
達
は
す
ば
ら
し
い

元
気
が
な
い
時
は

元
気
を
く
れ
る

友
達
は
す
ば
ら
し
い

困
っ
て
い
る
時
は

手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
る

友
達
は
す
ば
ら
し
い

悲
し
い
時
は

優
し
く
接
し
て
く
れ
る

何
げ
な
く
い
つ
も
一
緒
に
い
る
友
達

そ
の
友
達
が
私
に
と
っ
て
大
切
な
ん
だ

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
３
号
よ
り
）

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

　

事
故
・
事
件
等
の
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

た
」
な
ど
、
身
の
回
り
の
安
全
を

脅
か
す
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

  

対
策

・
学
校
の
行
き
帰
り
は
、
友
達
と

通
学
路
を
通
る

・
遊
び
に
行
く
時
は
「
ど
こ
で
」

「
だ
れ
と
」「
い
つ
帰
る
」
の
か
を

家
の
人
に
言
う

・
知
ら
な
い
人
の
車
に
乗
ら
な
い

・
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
、
は
っ
き

り
と
断
る

不
審
者
（
尾
行
、
痴
漢
、

声
掛
け
な
ど
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話

の
急
速
な
普
及
に
よ
り
、
便
利
に

は
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
こ
れ

を
悪
用
し
た
犯
罪
も
増
え
て
い
ま

す
。
掲
示
板
や
メ
ー
ル
だ
け
で
は
、

信
頼
で
き
る
人
物
か
ど
う
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
出
会
い
系
サ
イ
ト
を

利
用
し
た
凶
悪
犯
罪
も
増
え
て
い

ま
す
。

  

対
策

・
個
人
情
報
の
入
力
は
、
発
信
す

る
前
に
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る

か
よ
く
考
え
る

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
中
、

不
用
意
に
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

し
な
い

・
不
審
な
メ
ー
ル
は
絶
対
に
開
け

な
い

・
身
に
覚
え
の
な
い
も
の
に
は
応

じ
な
い

10・11月
●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 10月 11月

三木リハビリテーション病院 42－6616 8 17

かなめ小児科内科クリニック 26－0310 9 14

岡田医院（川島） 25－3566 10 18

糸田川クリニック 24－7555 11 19

谷 医 院 42－2353 ⑫
筒井クリニック 24－3300 ⑬
石原内科循環器科 24－2536 14 8

和田耳鼻咽喉科 24－2566 15 22

古本内科クリニック 24－7377 16 26

糸 田 川 眼 科 24－2531 17 25

石 原 小 児 科 24－2388 18 21

鈴木内科（敷地） 24－5880 ⑲
後 藤 田 外 科 24－2720 20 28

美 摩 病 院 24－2957 21 27

渡 辺 医 院 24－7177 22 29

医　院　名 電話番号 10月 11月

四 宮 医 院 25－2016 23

松 永 医 院 42－2110 24

杉 山 医 院 25－2802 25

阿 部 整 形 外 科 24－4880 ㉖
矢 田 医 院 25－2006 27

工 藤 内 科 医 院 42－3113 28

井 内 内 科 24－3070 29 ㉔
島 野 外 科 内 科 25－3060 30

高橋皮膚科クリニック 24－5122 31 ⑯
杏 和 医 院 22－0333 1

鈴木内科（喜来） 24－3413 ②
岸 整 形 外 科 25－3133 ③
中西内科クリニック 42－6755 4

いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 5

鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 6

医　院　名 電話番号 10月 11月

リバーサイドクリニック岡田 24－8884 7

鴨 島 病 院 24－6565 ⑨
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 10

森 住 内 科 医 院 22－3010 11

山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 12

麻名内科外科クリニック 26－0020 13

さ く ら 診 療 所 42－5520 15

梶本胃腸科内科 24－2413 20

工 藤 内 科 医 院 42－3113 ㉓
富 本 医 院 42－3123 ㉚

日曜日の9時～18時、
小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院　　　　     ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）☎365151

小児救急医療体制 

休日･夜間在宅当番医表

　
「
登
下
校
中
や
塾
の
行
き
帰
り

に
声
を
か
け
ら
れ
た
」、「
一
人
で

遊
ん
で
い
る
時
や
、
人
気
の
少
な

い
場
所
で
遊
ん
で
い
る
時
、
車
か

ら
誘
わ
れ
た
」、「
留
守
番
中
、
知

ら
な
い
人
が
家
の
中
に
入
っ
て
き

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
犯
罪

飲
酒
運
転　

い
き
な
り
あ
な
た
が　

犯
罪
者

伊
井　

有
希
恵
（
種
野
小
学
校
四
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》



平成20年度度年度度年年年

舞　　踊

カラオケ

ジ　ャ　ズ

詩吟・民謡・三味線

　●と　　き　　11/1土～11/3 月　9：00～17：00（※3日は15：00まで）
　●と　こ　ろ　　吉野川市川島体育館
　●出品団体　　短歌の会、沃野学ぶ会、俳句ひまわり上桜支部、河童ペンクラブ、

川島どんぐり川柳会、写好館クラブ、山川ピンボケクラブ、老眼カ
メラクラブ、徳島雪心会、鳴雲書院、書に親しむ会、日本習字喜来
支部、朱伯書道塾、書道部会、草月流青蘭会、暁青サークル、草月
流いけばな、桑原専慶流、牛島公民館生花教室、小原流、池坊いけ
ばな、中野華月流いけ花教室、嵯峨御流、未生流笹岡、中野アレンジフラワー教室、健祥会ヴィラ、山川町
連合婦人会、川田中部婦人会、川田西部婦人会、川田東部婦人会、野菊の里、川島春秋会、川島婦人会、松
寿会すみれクラブ、かずらを編む講座、絵手紙教室、川島ひょうたん会、折り紙教室、木目込人形教室、高
越陶芸クラブ、あすなろ、川島町陶芸教室、鴨島陶芸クラブ、アートフラワー藍の会、JA麻植郡女性部、
花かご押し花クラブ、吉野川絵画クラブ、山川絵画クラブ、阿波和紙伝統産業会館、上浦盆友会、鴨島竹影
会、山川水墨画教室、青少年育成市民会議川島支部、吉野川市青少年育成補導センター、合同茶道教室

　山川会場　

　●と　　き　　10/26日、11/1土～11/3月

　●と　こ　ろ　　吉野川市アメニティセンター
　●内　　容

10/26　13：00～
・出演団体　美郷カラオケ歌の会、音羽流音羽菊朝会、山川若草会、音羽流音羽菊三八美会、水木流水木
　歌名路の会、吉野川市山水会、吉野川市舞踊研究会、若月流ときわ会、フェルサアンダルーサ
※26日は、アメニティセンター前庭で山川町川田東部婦人会によるバザーを開催します。

11/1　13：00～
・出演団体　貫心流吟道吉野川愛好会、民謡を楽しむ会、浅野民謡会山川教室

11/2　9：00～

11/2　17：00～
・出演団体    オールウェイズジャズオーケストラ

11/3 　13：00～
・出演団体　山川クラブ、童謡を歌う会、ふたば会、麦原クラブ、
　山水会女性部、山水会芸能部、すみれクラブ、西川田クラブ、エ
　トワール山川、川田小学校6年生

　鴨島会場　

　●と　　き　　11/3 月　10：00～
　●と　こ　ろ　　吉野川市鴨島公民館
　●出演団体　　藤本流森幸会、みつ子羽衣体操、琴伝流大正琴鴨島クラブ、吉野川

太極クラブ、音羽菊朝会、菊鳳会、上下島老人会、知恵島婦人会、
鴨島婦人会、森山婦人会、牛島婦人会、飯尾敷地婦人会、西麻植婦
人会、演歌フラ研究会、鴨島町母子寡婦福祉連合会、グループ
WARABE＆たけのこクラブ、揚心流日本朗詠会、若美会、コスモス
銭クラブ、鴨島町天寿会連合会、藤本秀森社中、五九郎太鼓保存会

                                                                       
　●と　　き　　11/2 日　10：00～
　●と　こ　ろ　　山川公民館

コーラス・童謡
大正琴・銭太鼓
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